
 

 

 

 

今号今号今号今号のののの「「「「クローズアップクローズアップクローズアップクローズアップ」」」」はははは、、、、協働協働協働協働（（（（コラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション））））のののの事例事例事例事例をををを、、、、見開見開見開見開きはきはきはきは品川区品川区品川区品川区のののの協働協働協働協働事業受託団体事業受託団体事業受託団体事業受託団体、、、、

地域振興基金地域振興基金地域振興基金地域振興基金助成助成助成助成実施団体事業実施団体事業実施団体事業実施団体事業をををを特集特集特集特集しましたしましたしましたしました。。。。協働協働協働協働をををを進進進進めるめるめるめる中中中中でででで地域地域地域地域ににににチカラチカラチカラチカラがついていきますがついていきますがついていきますがついていきます。。。。    

 

 

コラボコラボコラボコラボががががコラボコラボコラボコラボ企画企画企画企画をををを連連連連れてれてれてれて

くるくるくるくる――――コラボコラボコラボコラボはははは気気気気にににに入入入入ったったったった同士同士同士同士

でこじつければいいでこじつければいいでこじつければいいでこじつければいい————    

演奏家であり音楽教室を運営す

る宮木さんは、音楽文化振興法普

及を目指す公益財団法人音楽文化

創造で生涯学習音楽指導員の資格を得たことから多

くの企画をプロデュースするようになる。 

団体をつくると活動の場ができる。活動するたびに

課題がいろいろあることに気づく。コーディネートは

先ず一人でやる。コラボ力は個人の磁力。一人の小さ

な円がいくつか遭遇し重なり合い、個の可能性を引出

し、思ってもみなかったアイディアが生まれる。助成

金事業は法律に基づいているのだからお金を出して

もらうように自分から提案するは義務だと思う。社会

貢献のお金は回れば回るほど地域の活動が回転を始

める。 

名言がつきない宮木さんのコラボ歴の一端を紹介

しよう。 

もったいないもったいないもったいないもったいないボタンボタンボタンボタン×寄付活動寄付活動寄付活動寄付活動は「「「「いのちをいのちをいのちをいのちを学学学学ぶぶぶぶ愛愛愛愛

ののののタオルタオルタオルタオル帽子帽子帽子帽子」」」」となった。歌歌歌歌ってってってって健康健康健康健康「「「「うたけんうたけんうたけんうたけん」」」」は

中村中村中村中村さんのさんのさんのさんの健康健康健康健康×宮木宮木宮木宮木のののの歌歌歌歌。「「「「もったいないもったいないもったいないもったいない塾塾塾塾」」」」は手手手手

芸芸芸芸×うたけんうたけんうたけんうたけんメンバーメンバーメンバーメンバーのののの知恵知恵知恵知恵。「「「「ざざざざ・・・・ふろしきふろしきふろしきふろしき塾塾塾塾」」」」は

地域振興基金助成地域振興基金助成地域振興基金助成地域振興基金助成で活動ツールの準備をし、活動経験

から「包み歌」「お結び歌」でバージョンアップ、す

まいるスクールなど３０箇所で開催。子どもゆめ基金

助成事業「「「「しながわっしながわっしながわっしながわっ子子子子＆＆＆＆うえだっうえだっうえだっうえだっ子子子子ふれあいふれあいふれあいふれあいキャンキャンキャンキャン

ププププ」」」」（於信州国際音楽村）はウーヴウーヴウーヴウーヴ山本山本山本山本さんさんさんさん×指導者指導者指導者指導者

研究会研究会研究会研究会もでらもでらもでらもでらーーーーとととと。今年の文化庁助成事業では「「「「団体団体団体団体」」」」

×「「「「行政行政行政行政」」」」とコラボ。    

目下目下目下目下、、、、風呂敷風呂敷風呂敷風呂敷・・・・手手手手ぬぐいぬぐいぬぐいぬぐい××××おおおお筝筝筝筝××××茶華道で伝統文化

の伝承へと拡がっている。旺盛な驀進力は目を見張る。 

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：伊藤伊藤伊藤伊藤チャイムチャイムチャイムチャイム    宮木宮木宮木宮木丸美丸美丸美丸美    

MailMailMailMail：：：：    maruchan030303@nifty.commaruchan030303@nifty.commaruchan030303@nifty.commaruchan030303@nifty.com    

共生共走共生共走共生共走共生共走リレーマラソンリレーマラソンリレーマラソンリレーマラソン！！！！想想想想いのいのいのいのリレーリレーリレーリレー    

活動活動活動活動ははははマラソンマラソンマラソンマラソン！！！！    コラボコラボコラボコラボでででで拡拡拡拡がっていくがっていくがっていくがっていく想想想想いいいい！！！！    

 

（上図：だれもがともに共生共走リレーマラソンの構図） 

障害者×健常者×在日外国人×少数民族×老若男女

だれもがともに生きられる社会づくりを目指して相

互の交流を画策。共に走ることで、共に生きることを

考えてみる。やることは（毎年）同じだけれど関る人

は毎年新しい人が増える。根っこも葉っぱも広がって、

幹も太くなっっていくようだ。 

 

 

 

毎年リレーマラソンイベント

のプレイベントを開催。今年も

テーマは東日本大震災。ケーブ

ル TV の事前告知もあり、170

名が鑑賞。映画監督の誠実なトークは評判良かった。 

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：ﾌﾌﾌﾌﾞ゙゙゙ﾛｸﾛｸﾛｸﾛｸﾞ゙゙゙「「「「だれもがともにだれもがともにだれもがともにだれもがともに！！！！共生共走共生共走共生共走共生共走 5555 時間時間時間時間ﾘﾚｰﾏﾗｿﾝﾘﾚｰﾏﾗｿﾝﾘﾚｰﾏﾗｿﾝﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ」」」」    

http://daretomo.nethttp://daretomo.nethttp://daretomo.nethttp://daretomo.net ののののﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙ送信送信送信送信ﾌｫｰﾑﾌｫｰﾑﾌｫｰﾑﾌｫｰﾑからおからおからおからお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

 

ク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プ ！！！！ S h i n a m o nS h i n a m o nS h i n a m o nS h i n a m o n    

１ 

 

２ 

2 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 5    

N u m b e rN u m b e rN u m b e rN u m b e r    

共生共走リレーマラソン実行委員会 

プレイベント「「「「震災震災震災震災でででで逃逃逃逃げげげげ遅遅遅遅れるれるれるれる人人人人々」々」々」々」 

（H25 年度品川区地域振興基金助成事業） 

 

２ 

2 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 52 0 1 3 . 1 2 . 1 5    

N u m b e rN u m b e rN u m b e rN u m b e r    



 

 

「「「「NIRENIRENIRENIRE××××青葉区寺家青葉区寺家青葉区寺家青葉区寺家

ふ る さ とふ る さ とふ る さ とふ る さ と 村村村村 ×××× 現 地現 地現 地現 地

NPONPONPONPO＝＝＝＝ひきこもりやひきこもりやひきこもりやひきこもりや

高校中退若者高校中退若者高校中退若者高校中退若者ののののパワーパワーパワーパワー

アップアップアップアップ」」」」    

ひきこもりや高校中

退などさまざまな背景のある若者たちは、１年を通じ

て里山での畑仕事の共同作業を通じて自信を回復し、

就労や自立へ向けて大きく成長する。収穫の喜びと異

文化に接することは学びと知識を養える。今後は、ひ

きこもり等の困難を抱える若者のほかに、ニートやフ

リーター、高校生、大学生などの若者、リタイヤした

大人へと対象を拡大し、誰でも参加できるように事業

を拡げたい。多くの若者たちがこの活動に参加するこ

とをきっかけに、他のボランティア活動にも積極的に

協力し、共同作業を通じてコミュニケーションや責任

感を向上させ、同世代の絆を深めあい、次世代の社会

貢献活動を担う人材になって欲しい。 

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：教育教育教育教育サポートセンターサポートセンターサポートセンターサポートセンターNIRENIRENIRENIRE    

☎☎☎☎03030303----3784378437843784----0450045004500450    MailMailMailMail：：：：    info@npoinfo@npoinfo@npoinfo@npo----nire.orgnire.orgnire.orgnire.org    

「「「「クリエータークリエータークリエータークリエーターがががが中延中延中延中延

商店街商店街商店街商店街とととと街街街街のののの活性化活性化活性化活性化」」」」                    

マ チ の 文 化 祭 “ 中 延

EXPO”を１０月１２日

から１４日まで開催し

た。“中延 EXPO”では、

商店街のアーケードをランウェイとして、アーティス

トが商店・住民と共同して作った服の「ファッション

ショー」を開催。中延商店街スキップロードをイメー

ジした「オリジナルソング」も流れ、大いに盛り上が

った。更には、ビルに 20 組を超える作家が出店した

夜の手創り市「夜のバザール」、商店主の持つ技や知

恵を体験できる「ワークショップ」、15 組のクリエイ

ターのアトリエとなった私たちのビルの公開や演劇

公演など約 50 のイベントで住民と商店とクリエイタ

ーの交流が生まれた。将来的には、交流や街に拠点を

構えるクリエイターの増加を通じ街の活性化やエリ

アブランディングを目指したい。    

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：ｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙｲﾝｽﾄｰﾙのののの途中途中途中途中だだだだﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ﾙｵｰﾌﾙｵｰﾌﾙｵｰﾌﾙｵｰﾌﾟ゚゚゚ﾝﾝﾝﾝ事務局事務局事務局事務局    

MailMailMailMail：：：：    installbldg@gmail.cominstallbldg@gmail.cominstallbldg@gmail.cominstallbldg@gmail.com                            ：：：：

 

    

「「「「浜川浜川浜川浜川まつりまつりまつりまつり、、、、

点点点点 をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ 横横横横

にににに縦縦縦縦にににに」」」」    

中学生が自主

的に企画・運営にチャレンジする祭りだ。浜川地域は

子供と地域がつながる機会が少ない。そこで、北浜川

西町会・大井関ヶ原町会と浜川中ＰＴＡ共同の防災訓

練を９年間してきた実績に加え浜川中ＰＴＡの会長

副会長の強力タッグが立った。地元出身地元出身地元出身地元出身がががが多多多多いいいい浜川中浜川中浜川中浜川中

生徒生徒生徒生徒×地元愛地元愛地元愛地元愛のののの強強強強いいいいＰＴＡＰＴＡＰＴＡＰＴＡ組織組織組織組織×校内校内校内校内ボランティアボランティアボランティアボランティア

委員会委員会委員会委員会×学校学校学校学校のののの先生先生先生先生のやるのやるのやるのやる気気気気とととと小学校小学校小学校小学校のののの生徒生徒生徒生徒へのへのへのへの声声声声

掛掛掛掛けけけけ×地域地域地域地域センターセンターセンターセンターからからからからイベントイベントイベントイベント用具用具用具用具×品川区品川区品川区品川区のののの地地地地

域振興基金助成域振興基金助成域振興基金助成域振興基金助成×２２２２つのつのつのつの町会町会町会町会の協働の構図ができた。

中学三年間のまつり引継ぎと、小学生からは「中学生

になったら」というキャリアアップと将来的には浜川

中学卒業生のサポートが期待される。小・中・高～大

の地域グループ化はこども会が消失した町会にとっ

ては新しいチカラとなる可能性がある。 

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：巻島巻島巻島巻島淳子淳子淳子淳子        MailMailMailMail：：：：        aaaa----nimu@mx3.ttcn.ne.jpnimu@mx3.ttcn.ne.jpnimu@mx3.ttcn.ne.jpnimu@mx3.ttcn.ne.jp 

 

 

成人の発達障害者の

場合、本人に合わない

対応が長く続き自己理

解や自己の客観視が育

ちにくい場合もある。

周囲の理解と支援が必

要である。この地域振興基金助成事業には二つのテー

マがある。一つが親や働き場所であるお店・会社の理

解を深めること。発達障害が何であるかとか、心身の

負担を軽減できる法律に基づいた支援策の情報提供

や相談で、２回の講座と講演会を開催。二つめは、成

人発達障害者が活動できる場所を創り、将来的に事業

としての目処をつけることだ。この新しい事業は古本

を活用した軽作業で、作業を通して自己理解と就労の

可能性を探る。既にこの着想を具体化させている団体

と連携し、成果が具体的に出せる事業として試みる。

古本の拠出先開拓、美装作業スキル、PC スキルと道

具の整備など課題が明確になった。 

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人パルレパルレパルレパルレ☎☎☎☎03030303----5782578257825782----7650765076507650    

２ 

①①①①    農作業農作業農作業農作業・・・・里山保全里山保全里山保全里山保全でででで若者若者若者若者パワーアップパワーアップパワーアップパワーアップ    助成 

②②②②    浜川中浜川中浜川中浜川中 PTAPTAPTAPTA のののの浜川浜川浜川浜川まつりまつりまつりまつり    助成 

③③③③    マチマチマチマチのののの文化祭文化祭文化祭文化祭「「「「中延中延中延中延 EXPOEXPOEXPOEXPO」」」」    助成    

④④④④    成人成人成人成人のののの発達障害者発達障害者発達障害者発達障害者のののの自立支援事業自立支援事業自立支援事業自立支援事業    助成 



 

 

防災は災害時の備えなのだが、地域社会の住民同士

のコミュニケーションを深める要素がある。そして地

域の結束力の原動力になる。自分たちの地域への関心

が生まれ、護ろうという意識は地域愛に向かう。間口

が広がる取り組みだ。イベントは住人たちの会話の場

をつくり、いろいろな意見を聞きあうことで、気持の

共有が生まれる。近隣の町会との合同訓練は、いざと

いう時には協力し合える体制だ。この事業は、次の７

つをプロジェクトチームと町会エリアの人々と行う。 

１１１１．．．．啓発啓発啓発啓発のののの講演会講演会講演会講演会    ２２２２．．．．調査分析調査分析調査分析調査分析    ３３３３．．．．地域地域地域地域めぐりめぐりめぐりめぐりワワワワ

ークショップークショップークショップークショップ    ４４４４．．．．初初初初めてのめてのめてのめての体験体験体験体験    ５５５５．．．．町内町内町内町内のいろいのいろいのいろいのいろい

ろなろなろなろな団体団体団体団体のののの災害災害災害災害のののの備備備備えをえをえをえを統合統合統合統合    ６６６６．．．．それぞそれぞそれぞそれぞれれれれのののの結果結果結果結果をををを

町内町内町内町内のののの全世帯全世帯全世帯全世帯にににに報告報告報告報告    ７７７７．．．．まとめてまとめてまとめてまとめて次次次次のののの課課課課題題題題をををを提案提案提案提案 

■■■■事業事業事業事業のののの詳細詳細詳細詳細はははは、、、、しながわすまいるしながわすまいるしながわすまいるしながわすまいるネットネットネットネットでででで公開中公開中公開中公開中。。。。    

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：西品川三西品川三西品川三西品川三ツツツツ木会木会木会木会        MailMailMailMail    s.maz@live.jps.maz@live.jps.maz@live.jps.maz@live.jp 

 

「「「「まきこみまきこみまきこみまきこみ型型型型のののの地域連携地域連携地域連携地域連携」」」」    

3.11 の帰宅困難者は防災や

情報伝達の必要性を感じた。コ

ーディネートには、時間と費用

を要した。品川区との協働事業「「「「しながわしながわしながわしながわ地域防災地域防災地域防災地域防災ワワワワ

ークショップークショップークショップークショップ」」」」を実施。６月に、「「「「とっておきのとっておきのとっておきのとっておきの品川品川品川品川

宿宿宿宿」」」」のイベントを開催。『防災』には互いの理解が不

可欠なため、このイベントを通して自分達の周りには

どんな人が働き、住み、学んでいるのかを知る機会と

なった。このあと、品川の地域、企業、行政では、協

力してどんなことができるかを提案した冊子を制作

する。これは、他の地域との情報の共有物とも捉えて

いる。今後は、商店街と町会と企業の更なる連携へ持

っていくのが役割と考えている。「芋煮会」を 12 月

に実施。山形県山形市山形県山形市山形県山形市山形県山形市のほか、東京東京東京東京サラヤサラヤサラヤサラヤ株式会社株式会社株式会社株式会社・・・・

社会福祉法人福栄会社会福祉法人福栄会社会福祉法人福栄会社会福祉法人福栄会・・・・品川第二地域防災対策三者連絡品川第二地域防災対策三者連絡品川第二地域防災対策三者連絡品川第二地域防災対策三者連絡

会議会議会議会議・・・・全日本芋煮会同好会全日本芋煮会同好会全日本芋煮会同好会全日本芋煮会同好会が協働する。 

連絡連絡連絡連絡先先先先：㈱：㈱：㈱：㈱しながわしながわしながわしながわ街街街街づくりづくりづくりづくり計画計画計画計画    

MMMMail  ail  ail  ail  sato@shinapro.comsato@shinapro.comsato@shinapro.comsato@shinapro.com 

 

「「「「心心心心ひとつにひとつにひとつにひとつに協働協働協働協働のののの人育人育人育人育てててて」」」」    

国保基本健診の受診率向上の協働

事業提案を受託したのが、スポーツ

クラブを経営している会社ルネサン

ス。ソーシャルマーケティングを活

用したプロジェクトって何だろう？ 

と興味を思いつつ取材した。 

㈱ルネサンスがしたのは、役所のしていることを肩代

わりしたのではなく、企業のもつ組織、人を動かすマネ

ジメントを伝授したのであった。受診率向上、区民の健

康増進に向って事業のプロセスと関る人たちのコミュ

ニケーションをデザインしたのだ。先ず、区の職員に事事事事

業業業業にににに関関関関れるれるれるれる組織組織組織組織や団体団体団体団体や会社会社会社会社（（（（トリムトリムトリムトリム、、、、健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり推進推進推進推進

委員委員委員委員ほかほかほかほか））））の人たちとのチームづくりをさせ、そのチー

ムのこころをひとつにした。 

この協働事業を通して、国保担当のメンバーが変わっ

たのだと確信した。24 年度の成果は 25 年度に引き継

がれ、自ら知恵を絞った企画を推進できている。 

連絡連絡連絡連絡先先先先：：：：国保医療年金国保医療年金国保医療年金国保医療年金課課課課保健指導係保健指導係保健指導係保健指導係        

「「「「人人人人とととと人人人人とがつながるとがつながるとがつながるとがつながる福祉福祉福祉福祉

ののののネットワークネットワークネットワークネットワーク街街街街づくりづくりづくりづくり」」」」    

現行の介護保険制度では、

利用者のニーズが叶わない

面がある。ケア協議会は「「「「高齢者等高齢者等高齢者等高齢者等のののの買買買買いいいい物等日常生活物等日常生活物等日常生活物等日常生活

支援事業支援事業支援事業支援事業」」」」と「「「「要介護者等要介護者等要介護者等要介護者等にににに対対対対するするするする買物福祉車両同行支買物福祉車両同行支買物福祉車両同行支買物福祉車両同行支

援事業援事業援事業援事業」」」」が支援を必要とされている高齢者等のクォリテ

ィー・オブ・ライフの維持・充実を実現できるように品

川区の福祉施策と連携を密にし、協働事業を通して高齢

者・障害者を対象に、健全で適正、より質の高い福祉サ

ービスを行っている。また、居宅介護事業者とともに法

令遵守、事業者倫理の保持につとめ、円滑な介護事業運

営を行えるよう、ヘルパーの人材養成、研修、人材紹介、

職業能力の開発と雇用機会の拡充を支援している。高齢

者等が安心して生活を維持・継続するための支援メニュ

ーは、ケアケアケアケア協議会協議会協議会協議会と利利利利用者用者用者用者とヘルパーヘルパーヘルパーヘルパーの三者の関係をよ

り充実していきそうである。 

連絡連絡連絡連絡先先先先 :  :  :  : 特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人    品川品川品川品川ケアケアケアケア協議会協議会協議会協議会    

事務局事務局事務局事務局：：：：☎☎☎☎03030303----3471347134713471---- 4830 4830 4830 4830    (直通) otani@ohsakiotani@ohsakiotani@ohsakiotani@ohsaki----hhs.co.jphhs.co.jphhs.co.jphhs.co.jp    

３ 

⑤⑤⑤⑤    防災啓発防災啓発防災啓発防災啓発でででで町会町会町会町会のののの絆絆絆絆をををを強化強化強化強化    助成 ⑦⑦⑦⑦    しながわしながわしながわしながわ地域防災地域防災地域防災地域防災ワークショップワークショップワークショップワークショップ    協働 

⑥⑥⑥⑥    国保基本健診受診啓発国保基本健診受診啓発国保基本健診受診啓発国保基本健診受診啓発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 協働    ⑧⑧⑧⑧    高齢者買物高齢者買物高齢者買物高齢者買物などなどなどなど支援事業支援事業支援事業支援事業    協働 



 

 

 

 

「「「「立正大学立正大学立正大学立正大学××××協働協働協働協働ネットワークネットワークネットワークネットワークしながわしながわしながわしながわ」」」」    

--立正大学生とときめきディスカッション-- 

 10 月 30 日に、立正大学文学部社会学科が開設す

る地域連携支援室を訪問した。ご担当の野呂先生の案

内で学内を見学後、「「「「コミュニティサービスラーニンコミュニティサービスラーニンコミュニティサービスラーニンコミュニティサービスラーニン

ググググ」」」」の講義に出席した。コミュニティサービスラーニ

ングとは““““地地地地域域域域でのでのでのでの活動活動活動活動にににに参加参加参加参加することですることですることですることで学学学学んでいくんでいくんでいくんでいく

経験教育経験教育経験教育経験教育””””です。メンバーも講義に参加し、地域で活

動する３０人の学生とディスカッションを行った。 

 慣れないシチュエーションに皆最初は戸惑いもあ

ったが、地域や社会に貢献するという共通の話題につ

いて話し合ううちに次第に打ち解けた雰囲気になり、

和やかで真剣なディスカッションとなった。その中で

双方が新しい気づきや発見を得られ、お互いの敷居が

高くないことや、大学や学生たちに「地域社会と関わ

りたい」というニーズがあることもわかった。今後の

連携・協働に期待できる新しい一歩となる場になった。 

※参加者の声 

・学生さんたちに地域との関わり方についていくつも

の気づきを与えてもらいました。 

・地域とは役所が作り上げるものだと思っていたが、

行動を起こせば自分たちで地域づくりができるのだ

と気づくことができた。 

（（（（他他他他ののののアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果はははは WEBWEBWEBWEB サイトサイトサイトサイト：：：：協働協働協働協働ネットワークネットワークネットワークネットワークしなしなしなしな

がわがわがわがわ＞＞＞＞しなもんしなもんしなもんしなもん 2222 号号号号「「「「こぼれたこぼれたこぼれたこぼれた話話話話」」」」でででで公開中公開中公開中公開中））））    

 

 

 

「協働ネットワークしながわ」は、どなたでも入れる

会員制。施設見学会、学習会、情報交換会などを行っ

ています。社会貢献活動をなさっている方、協働に関

心のある方はお気軽に問い合わせてください。 

窓口担当窓口担当窓口担当窓口担当：：：：地域活動課地域活動課地域活動課地域活動課    協働協働協働協働・・・・ふれあいふれあいふれあいふれあいサポートサポートサポートサポート係係係係            

〒〒〒〒140140140140----8715871587158715 品川区広町品川区広町品川区広町品川区広町 2222----1111----36   36   36   36   ☎☎☎☎:03:03:03:03----5742574257425742----6693669366936693        

MMMMailailailail：：：：    chikikat@city.shinagawa.tokyo.jpchikikat@city.shinagawa.tokyo.jpchikikat@city.shinagawa.tokyo.jpchikikat@city.shinagawa.tokyo.jp    

 

 

※今号登場の団体・会社の関連イベント 

◆農業体験農業体験農業体験農業体験ボランティアボランティアボランティアボランティア 日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日・参加費

500 円・場所横浜市寺町ふるさと村・問合せ教育ｻﾎﾟ

ｰﾄｾﾝﾀｰ NIRE ☎03-3784-0450  info@nire-npo.org 

◆防災防災防災防災ワークショップワークショップワークショップワークショップ～～～～芋煮会芋煮会芋煮会芋煮会 日平成平成平成平成 25252525 年年年年１２１２１２１２月月月月    

１４１４１４１４日日日日((((土土土土))))・場所品川シーサイド、イオン前広場  

問合せ品川街づくり計画 sato@shinapro.com 

◆マラソンパトロールマラソンパトロールマラソンパトロールマラソンパトロール 日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日毎週木曜日。場所品川塾交

流館 問合せ品川街づくり計画 ☎03-6404-6388 

◆中延中延中延中延トークイベントトークイベントトークイベントトークイベント 日平成平成平成平成 26262626 年年年年１１１１月月月月２２２２２２２２日日日日((((水水水水)))) 

会場インストールの途中だビル 401 号＊サポートス

タッフ募集中 問合せ installbldg@gmail.com 

◆協働協働協働協働ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸしながわしながわしながわしながわ望望望望年交流会年交流会年交流会年交流会 日平成平成平成平成 25252525 年年年年１２１２１２１２月月月月

２５２５２５２５日日日日((((水水水水))))・場所中小企業センター中会議室・ 

参加費 1500 円問合せ協働・ふれあいサポート係 

◆◆◆◆品川区消費品川区消費品川区消費品川区消費生活生活生活生活展展展展     日平成平成平成平成 26262626 年年年年２２２２月月月月１１１１５５５５日日日日((((土土土土))))１１１１６６６６

日日日日((((日日日日))))・場所きゅりあん７F イベント会場 

問合せ協働・ふれあいサポート係  ☎03-5742-6693    

◆◆◆◆社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動社会貢献活動しながわしながわしながわしながわ 2014201420142014 日平成平成平成平成 26262626 年年年年２２２２月月月月２２２２２２２２

日日日日((((土土土土))))・場所きゅりあん７F イベント会場 

問合せ協働・ふれあいサポート係  ☎03-5742-6693 

◆勉強会勉強会勉強会勉強会「「「「助成金助成金助成金助成金！！！！私私私私はこうしてはこうしてはこうしてはこうして GETGETGETGET できたできたできたできた話話話話」」」」  

日平成平成平成平成 26262626 年年年年２２２２月月月月５５５５日日日日((((水水水水))))、、、、１２１２１２１２日日日日((((水水水水))))    13131313 時時時時～～～～15151515 時時時時 30303030 分分分分    

2 月 ５日 

伊藤チャイム 

宮木丸美 

教育ｻﾎﾟｰﾄ C NIRE 

中塚史行 

パルレ 

荒尾俊樹 

2 月１２日 

おばちゃんち 

幾島博子 

三ツ木町会 

松田誠一 

未定 

場所こみゅにてぃぷらざ八潮 2 階協働推進室・活動ス

ペース・参加費各日 500 円・問合せ協働・ふれあい

サポート係 ☎03-5742-6693  (発表団体は変更もあります) 

◆「「「「品川区地域振興基金品川区地域振興基金品川区地域振興基金品川区地域振興基金助成金助成金助成金助成金ににににチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ」」」」あなたあなたあなたあなた

のののの団体団体団体団体のののの事業事業事業事業企画企画企画企画をををを仕上仕上仕上仕上げてみようげてみようげてみようげてみよう！！！！！！！！ 

日 平成平成平成平成 26262626 年年年年３３３３月月月月５５５５日日日日((((水水水水))))とととと１９１９１９１９日日日日((((水水水水)()()()(２２２２日間日間日間日間))))午後午後午後午後    

場所中小企業センター会議室・参加費 1500 円・問

合せ協働・ふれあいサポート係  ☎03-5742-6693 

 

 

 

 

 編編編編集責任者集責任者集責任者集責任者：：：：松田誠一松田誠一松田誠一松田誠一        取材取材取材取材スタッフスタッフスタッフスタッフ：：：：志村志村志村志村    薫薫薫薫    

MMMMailailailail：：：：        0909mazda0909mazda0909mazda0909mazda@@@@gmailgmailgmailgmail.com.com.com.com    

    担当担当担当担当取材取材取材取材記事記事記事記事：：：：表紙表紙表紙表紙②④⑥②④⑥②④⑥②④⑥（（（（松田松田松田松田））））        ①③⑤⑦⑧①③⑤⑦⑧①③⑤⑦⑧①③⑤⑦⑧（（（（志村志村志村志村））））    

４ 

イベントイベントイベントイベント・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア募集募集募集募集・・・・勉強会勉強会勉強会勉強会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

協働協働協働協働ネットワークネットワークネットワークネットワークしながわしながわしながわしながわ入会方法入会方法入会方法入会方法    

「「「「協働協働協働協働ネットワークネットワークネットワークネットワークしながわしながわしながわしながわ」」」」施設見学施設見学施設見学施設見学

※※※※掲載記事内容掲載記事内容掲載記事内容掲載記事内容をもっとをもっとをもっとをもっと知知知知りたいりたいりたいりたい場合場合場合場合はははは・・・・・・・・・・・・    

しながわすまいるしながわすまいるしながわすまいるしながわすまいるネットネットネットネット＞＞＞＞協働協働協働協働ネットワークネットワークネットワークネットワークしながわしながわしながわしながわ

＞＞＞＞しなもんしなもんしなもんしなもん２２２２号号号号「「「「こぼれたこぼれたこぼれたこぼれた話話話話」」」」をごをごをごをご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。    


